
水道料金の減免など補正

主な内容

（第3回定例会）

幼年消防クラブ防火パレード幼年消防クラブ防火パレード

2
令和7年度 決算を認定
（決算審査特別委員会）3
一般質問
（5名が町の考えを問う）7
小・中学校を調査
（委員会調査レポート）12
次期の定数・報酬・委員会
（議会改革特別委員会）13
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物価高騰対応重点支援事業
（水道料金減免）
水道基本料金１か月分を減免するもの

380万円

企画商工課長

第３回定例会
水道料金の減免など
　　　　　 補正予算を可決

第３回
定例会
第３回
定例会
第３回
定例会
9月15日・16日

山本
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歳出(主なもの・増額分)　

意見書を提出

質疑要旨

除排雪サービス事業補助金
除排雪作業を行う人がいない世帯を対象とした玄
関前の除雪、屋根の雪下ろしついて補助するもの

438万円

　まちづくりアドバイザー事業の趣旨は。
半年間という期間だが、継続の考えは。

　民間とのつながり、町の計画、政策に関
して助言を受けることが目的です。半年後
も継続していきたいと思っています。

福祉課長

山本
　社会福祉協議会に委託をしている除排雪
サービス事業の対象世帯数は。

　令和７年度の実績では利用登録者87人、
回数が1522回となっています。

まちづくりアドバイザー事業
地域課題の解決を図ることを目的に有識者から助
言等を得るもの

「国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書」
「備蓄米の備蓄水準の早期回復を求め、生食用ジャガイモの輸入解禁を行わないことを求める意見書」
２件の意見書を国に提出。

149万円



歳入
54億6,446万円

一般会計
歳出

53億1,139万円

一般会計
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□経常収支比率 … 収入に占める恒常的に発生する支出の割合

比率が低いほど、財政にゆとり
令和５～７年度は上昇し財政の弾力性が低下

92.4％
100

90

80

70

60

50
令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

□財政力指数 … 自前の収入の割合

１に近いほど、１を超えるほど良い
0.15前後で推移し、地方交付税に頼っている状況にある

0.16
0.17

0.16

0.15

0.14
令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

令和7年度

審査
決算

総務費
14％

その他
5％

民生費
16％

土木費
19％

返済金（公債費）
9％

教育費
8％

商工費
6％

衛生費
15％

農林水産業費　8％

地方交付税
51％

町税
8％

寄附金
2％ 使用料及び

手数料　2％

諸収入等
7％

繰入金　5％

その他の
交付金等　4％

国・道
支出金
13％

借入金（町債）
8％

92.4％92.4％
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決算審査特別委員会での質疑を
要約して一部お知らせします。

将
来
の
見
通
し
は

雄
信
内
へ
き
地
保
育
所

雄信内
保育所

　

現
在
の
児
童
数
と
今
後

の
見
通
し
は
。
柔
軟
に
対

応
す
る
考
え
は
。

　

現
在
2
名
で
す
。
保
護

者
の
希
望
を
尊
重
し
な
が

ら
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

福
祉
課
長

山
本

民
間
で
の
活
動
は

決算審査決算審査
令 和 7 年 度令 和 7 年 度

地
域
お
こ
し
協
力
隊

協力隊

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

珍
味
づ
く
り
や
酪
農
な
ど
、

民
間
を
助
け
る
方
向
に
向

け
る
べ
き
で
は
。

　

本
人
の
希
望
と
マ
ッ
チ

ン
グ
で
き
れ
ば
、
民
間
企

業
の
方
で
活
動
す
る
こ
と

は
可
能
で
す
。

企
画
商
工
課
長

菊
地

交
付
率
踏
ま
え
改
善
を

日
常
生
活
活
動
支
援
券

ハイヤー
・温泉券

　

3
割
が
受
け
取
っ
て
い

な
い
一
方
で
、
買
い
物
、

通
院
で
ハ
イ
ヤ
ー
の
需
要

が
あ
る
。
枚
数
を
増
や
す

考
え
は
。

　

新
年
度
に
向
け
て
検
証

・
検
討
し
ま
す
。

福
祉
課
長

山
本

改
修
し
て
安
全
な
通
行
確
保
を

街
路
灯
維
持
管
理
費

街路灯

　

街
路
灯
が
切
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
。
点
検
体

制
は
。

　

月
に
1
回
程
度
夜
間
に

巡
回
し
て
い
る
ほ
か
、
連

絡
が
あ
れ
ば
す
ぐ
対
応
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

切
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
、

現
在
対
応
中
で
す
。

建
設
課
参
事

長
山

今
後
の
見
通
し
は

パ
ン
ケ
沼
底
質
改
善
事
業

しじみ
資源

　

長
年
、
実
施
し
て
い
る

が
、
期
限
は
な
い
の
か
。

　

現
在
、
第
2
期
（
令
和

元
年
〜
令
和
10
年
）
の
中

間
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
す
。

効
果
は
単
年
で
は
な
く
長

期
で
な
け
れ
ば
わ
か
り
ま

せ
ん
。
改
め
て
現
況
を
説

明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長

渡
辺

委員会の様子はYouTube
で視聴できます。

2日間で （ ）休憩時間
含む3時間1分
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活
用
方
法
見
直
し
て
は

酪
農
振
興
基
金

酪農
振興基金

　

酪
農
振
興
基
金
は
使
い

勝
手
が
悪
く
新
規
の
貸
出

し
が
な
い
。
新
規
就
農
を

受
け
入
れ
る
体
制
整
備
に

充
て
る
な
ど
の
考
え
は
。

　

酪
農
振
興
協
議
会
に
諮

っ
て
決
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

山
本

農
林
水
産
課
長

条
例
を
見
直
し
、
よ
り
公
平
に

行
政
サ
ー
ビ
ス
制
限
条
例

町税
　

税
に
つ
い
て
は
担
当
者
が
非
常
に
苦
労
し
な

が
ら
回
収
に
努
め
て
い
る
。
一
方
で
滞
納
者
に

対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
（
ハ
イ
ヤ
ー
券
、
温
泉

券
な
ど
の
交
付
）
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
る
か
。

　

現
在
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
制
限
条
例
に
定
め
る

「
特
定
滞
納
者
」
の
該
当
者
が
い
な
い
た
め
、

通
常
ど
お
り
受
け
て
い
る
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

納
税
は
住
民
の
義
務
。
様
々
な
事
情
が
あ
る

と
は
思
う
が
、
「
払
わ
な
く
て
も
良
い
」
と
い

う
認
識
の
方
に
ハ
イ
ヤ
ー
券
、
温
泉
券
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の
は
不
公
平
で
は
。

　

農
業
者
の
場
合
、
納
税
す
る
た
め
に
借
入
れ

を
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
で
公
平
だ
と
思

っ
て
い
る
の
か
。

草
刈

草
刈

渡
辺

　

滞
納
者
は
い
ま
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
制
限
を
受

け
る
「
特
定
滞
納
者
」
に
は
至
っ
て
い
な
い
状

況
で
す
。
制
限
を
適
用
す
る
に
は
、
サ
ー
ビ
ス

制
限
条
例
を
一
部
改
正
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

条
例
の
見
直
し
を
か
け
る
時
期
に
来
て
い
る
か

と
考
え
て
お
り
、
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

副
町
長

住
民
課
長

旧産廃
処分場

売
却
後
の
現
況
は

旧
産
廃
処
分
場　

売
却
し
た
旧
産
廃
処
分

場
の
現
況
は
。

　

売
却
先
の
企
業
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て

お
り
、
当
該
企
業
に
お
い

て
運
営
さ
れ
て
い
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

住
民
課
長

桑
田
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改
修
の
検
討
を

鏡
沼
海
浜
公
園
の
木
道

鏡沼海浜
公園

　

鏡
沼
海
浜
公
園
の
木
道

は
利
用
不
能
に
な
っ
て
い

る
。
改
修
は
検
討
し
て
い

る
か
。

　

早
期
に
改
修
し
、
安
全

に
沼
の
周
囲
を
回
れ
る
よ

う
対
策
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

町
長

山
本

ト
イ
レ
の
洋
式
化
を

天
塩
川
歴
史
資
料
館

歴史
資料館

　

歴
史
資
料
館
の
ト
イ
レ

は
和
式（
男
）と
、
和
式
に

便
座
を
被
せ
た
簡
易
的
な

洋
式（
女
）と
な
っ
て
い
る

が
、
使
い
勝
手
と
衛
生
面

か
ら
洋
式
化
し
て
は
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
も
含
め
、

洋
式
化
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
次
長

山
本

事
業
を
ど
う
評
価

多
文
化
共
生
推
進

多文化
共生

　

実
施
内
容
と
そ
れ
に
対

す
る
担
当
課
の
評
価
は
。

　
36
名
の
技
能
実
習
生
が

出
席
し
、
防
犯
へ
の
注
意

喚
起
、
交
流
会
を
行
い
、

日
本
の
文
化
・
ル
ー
ル
を

学
ぶ
場
と
し
て
効
果
が
あ

っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

企
画
商
工
課
長

山
本

活
動
状
況
は

農
業
委
員
会

農業
委員会

　

農
業
委
員
会
の
活
動
状

況
は
。

　

農
地
・
花
嫁
対
策
・
農

業
振
興
の
3
部
会
が
あ
り
、

全
委
員
が
所
属
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
勉
強
会
の
数

を
増
や
せ
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長

渡
辺

出
生
数
の
推
移
は

未
来
を
築
く
子
育
て
応
援
事
業

子育て

　

近
年
の
出
生
数
の
推
移

は
。

　

令
和
6
年
度
10
名
、
令

和
7
年
度
11
名
で
、
横
ば

い
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

福
祉
課
担
当
課
長

長
山

事
業
の
成
果
は

高
大
連
携
事
業

高大連携

　

事
業
内
容
と
成
果
は
。

　

高
校
生
が
筑
波
大
、
麗

澤
大
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

ア
イ
デ
ア
発
表
を
行
う
な

ど
し
ま
し
た
。
今
年
は
自

衛
隊
と
コ
ラ
ボ
し
た
サ
バ

イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
が
実
現
し
、

効
果
が
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

企
画
商
工
課
長

山
本
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一般質問
①
雄
信
内
地
区
は
従
来
、
商
店
、
経
済
団

体
、
駐
在
所
、
郵
便
局
、
役
場
支
所
、
保

育
所
が
あ
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
い

え
る
機
能
を
持
っ
た
地
区
だ
っ
た
。
し
か

し
、
人
口
減
少
に
伴
い
、
機
能
が
果
た
さ

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
状

況
を
把
握
し
な
が
ら
対
策
を
打
て
な
か
っ

た
の
は
な
ぜ
か
。
今
後
の
振
興
策
は
。

②
雄
信
内
地
区
に
特
化
し
た
公
営
住
宅
の

空
き
室
、
旧
啓
徳
小
の
管
理
方
法
の
考
え

は
。

③
地
域
住
民
、
町
内
会
、
事
業
所
、
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
地
域
の
今
後
に
つ
い
て

協
議
す
る
「
雄
信
内
再
生
会
議（
仮
称
）」

を
設
置
す
べ
き
で
は
。

①
防
災
避
難
場
所
の
整
備
、
駐
在
所
の
建

替
要
望
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
一

方
で
Ａ
コ
ー
プ
雄
信
内
店
が
人
員
不
足
を

理
由
に
休
業
す
る
な
ど
、
日
常
生
活
に
直

結
す
る
新
た
な
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま

す
。
集
落
支
援
員
の
増
員
な
ど
で
地
域
住

民
と
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
買
い
物
支
援

や
地
域
交
通
の
維
持
な
ど
持
続
可
能
な
集

落
振
興
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

②
公
営
住
宅
法
及
び
関
係
条
例
に
よ
り
家

賃
の
減
免
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
雇
用
促
進

住
宅
は
適
用
外
で
あ
る
た
め
、
新
た
な
移

住
・
定
住
支
援
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

旧
啓
徳
小
学
校
（
雄
信
内
地
区
社
会
教
育

会
館
）
に
つ
い
て
は
、
8
月
に
着
任
し
た

協
力
隊
が
本
施
設
を
拠
点
と
し
た
活
動
計

画
を
策
定
し
、
試
験
的
な
活
動
に
向
け
た

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
当
面
は
現
状
の

維
持
・
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

③
地
域
の
課
題
や
そ
の
将
来
像
を
話
し
合

う
場
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
趣
旨
に

賛
同
し
ま
す
。
地
域
の
主
体
性
を
尊
重
し

な
が
ら
、
取
組
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
協
議
・

行
動
し
な
け
れ
ば
集
落
が
消
滅
し
か
ね
な

い
と
い
う
大
き
な
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。

町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
町
民
と

職
員
が
厳
し
い
状
況
を
認
識
し
な
が
ら
挑

戦
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
具
体
策
は
。 　

今
後
、
町
と
地
域
住
民
に
よ
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
が
非
常
に
大
切
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
雄
信
内
再
生
会
議
（
仮
称
）
の

議
員
か
ら
の
提
案
な
ど
、
取
組
を
し
っ
か

り
と
進
め
て
い
く
方
向
性
が
見
出
せ
た
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

雄
信
内
地
区
の
振
興
策
は

町
長

町
長

町
長

①
旧
啓
徳
小
学
校
の
使
用
に
つ
い
て
、
地

域
住
民
か
ら
は
柔
軟
な
対
応
を
要
望
し
て

い
る
。
使
い
た
い
人
が
よ
り
使
い
や
す
く

な
る
よ
う
協
議
し
て
は
。

②
特
に
人
口
の
少
な
い
地
域
だ
か
ら
こ
そ

地
域
の
絆
が
存
続
に
は
重
要
で
は
。

①
施
設
利
用
に
あ
た
っ
て
利
便
性
が
向
上

す
る
よ
う
教
育
委
員
会
と
相
談
し
ま
す
。

②
安
心
感
、
安
定
感
、
ふ
る
さ
と
感
が
大

切
だ
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
地
域
住
民
や

出
身
者
の
絆
や
地
域
と
の
関
わ
り
を
増
や

す
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲旧啓徳小学校（雄信内社会教育会館）



令和８年10月28日 発行
8

①
町
営
草
地
の
総
面
積
内
訳
と
休
止
中
団

地
の
現
状
、
農
協
借
入
地
の
用
途
は
。

②
大
き
く
農
家
戸
数
が
減
少
す
る
中
、
気

候
温
暖
化
も
踏
ま
え
行
政
主
体
で
畑
作
へ

転
換
し
農
家
戸
数
を
確
保
す
べ
き
で
は
。

①
草
地
総
面
積
は
1
0
4
5
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
放
牧
6
3
1
、
採
草
98
、
利
用
不
能
3

1
6
）
、
農
協
借
入
地
は
90
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
す
。

②
畑
作
参
入
を
拒
む
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
本
町
農
業
は
50
年
以
上
の
歴
史
の

中
で
酪
農
に
集
約
・
特
化
し
て
き
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
着
手
の
新
規
就
農

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
に
よ
り
離
農
者
の
農
地

と
営
農
を
確
実
に
つ
な
ぎ
、
遊
休
農
地
を

作
ら
な
い
方
針
の
も
と
農
協
と
協
議
し
て

い
き
ま
す
。

①
新
規
就
農
の
資
金
的
・
技
術
的
難
し
さ

も
踏
ま
え
、
他
町
事
例
の
よ
う
に
野
菜
作

り
の
積
極
的
な
募
集
や
支
援
を
行
う
考
え

は
。

②
休
止
中
団
地
の
詳
細
や
再
開
時
期
、
農

協
借
入
地
の
賃
貸
料
は
。

①
新
規
就
農
者
に
は
し
っ
か
り
と
寄
り
添

っ
て
い
き
ま
す
。
他
町
の
野
菜
栽
培
等
の

事
例
も
あ
り
ま
す
が
、
今
は
酪
農
に
特
化

を
し
て
、
酪
農
家
の
減
少
率
を
抑
え
る
営

農
計
画
と
広
報
活
動
を
展
開
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
干
拓
・
北
更
岸
の
2
団
地
は
ダ
ニ
媒
介

病
発
生
に
伴
い
約
5
年
間
休
止
中
で
、
干

拓
は
今
年
度
、
一
部
利
用
を
再
開
し
ま
し

た
。
来
年
度
、
さ
ら
に
調
査
を
行
い
ま
す
。

借
入
地
90
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
採
草
地
で
、
年

賃
貸
料
は
約
23
万
円
で
す
。

新
た
な
農
業
に
も
対
応
を

農
林
水
産
課
長

農
林
水
産
課
長

町
長

町
長

▲町営草地の放牧地

▲小麦収穫風景

①
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
「
酪
農
が
基
本
」

と
の
捉
え
方
を
見
直
す
べ
き
で
は
。

②
休
止
地
の
合
計
面
積
や
検
査
の
状
況
は
。

①
気
候
温
暖
化
で
作
物
や
野
菜
作
り
の
選

択
肢
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
も
深
く
認
識

し
て
い
ま
す
。
隣
町
で
は
畑
作
が
営
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
ノ
ウ
ハ
ウ
等
も
参

考
に
農
協
と
協
議
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

②
休
止
面
積
は
計
2
2
9
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

メ
ー
カ
ー
協
力
の
も
と
無
償
で
調
査
を
継

続
で
き
る
よ
う
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

町
長

石山 直継 議員

柔
軟
な
農
政
展
開
を



高
校
と
よ
り
一
層
の
連
携
を

▲天塩小学校
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一般質問
①
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
地
域
移
行
の

進
捗
と
支
援
体
制
、
全
国
で
課
題
と
な
る

部
活
動
遠
征
等
に
お
け
る
校
外
移
動
時
の

交
通
安
全
対
策
の
徹
底
は
。

②
電
子
タ
バ
コ
（
ポ
ケ
ッ
ト
シ
ー
シ
ャ
）

に
関
す
る
生
徒
・
保
護
者
へ
の
注
意
喚
起

の
取
組
は
。

③
猛
暑
対
策
や
災
害
時
の
避
難
所
機
能
と

し
て
、
小
中
学
校
体
育
館
へ
エ
ア
コ
ン
を

設
置
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

④
小
学
校
体
育
館
床
は
テ
ー
プ
張
り
が
必

要
な
状
況
。
改
善
す
べ
き
で
は
。

⑤
公
設
民
営
塾
の
開
催
日
が
一
部
生
徒
に

う
ま
く
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
聞
く
。
町
と

し
て
支
援
し
て
い
る
以
上
、
取
組
を
徹
底

す
べ
き
で
は
。

①
令
和
8
年
度
、
運
動
部
（
卓
球
部
）
で

1
名
、
文
化
部
（
吹
奏
楽
部
）
で
2
名
の

支
援
員
が
い
ま
す
。
遠
征
時
は
教
員
の
同

乗
を
基
本
と
し
、
貸
切
バ
ス
を
利
用
し
て

い
ま
す
。
ま
た
中
学
校
の
部
活
動
の
一
部

で
あ
ら
か
じ
め
保
護
者
間
で
確
認
し
た
う

え
で
保
護
者
の
車
両
で
移
動
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

②
道
教
委
か
ら
の
「
健
康
被
害
の
未
然
防

止
に
つ
い
て
」
の
通
知
を
踏
ま
え
取
組
を

指
導
し
て
い
き
ま
す
。

③
国
の
目
標
（
避
難
所
と
し
て
利
用
さ
れ

る
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
設
置
率
を
令
和

13
年
度
ま
で
に
1
0
0
％
）
を
踏
ま
え
、

熱
中
症
防
止
の
観
点
か
ら
、
体
育
館
へ
の

空
調
設
備
整
備
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

④
令
和
4
年
に
床
の
研
磨
、

間
の
処
理
、

ウ
レ
タ
ン
塗
布
を
行
い
ま
し
た
。
安
全
性

各
学
校
の
取
組・課
題
は

教
育
長

の
確
保
の
た
め
テ
ー
プ
を
貼
っ
て
い
ま
す

が
、
も
う
少
し
木
の
状
態
が
安
定
し
た
際

に
、
専
門
業
者
と
連
携
を
図
り
、
方
向
性

を
考
え
て
い
き
ま
す
。

⑤
運
営
者
と
高
校
で
連
絡
方
法
を
調
整
し

ま
し
た
。
引
き
続
き
円
滑
な
運
営
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

①
小
・
中
学
校
は
、
災
害
時
に
は
避
難
場

所
と
な
る
。
早
急
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す

べ
き
で
は
。

②
小
学
校
体
育
館
床
の
不
具
合
の
原
因
は
。

け
が
人
が
出
な
い
よ
う
安
全
対
策
を
。

①
見
積
り
を
取
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

国
の
方
針
に
沿
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
、
年
次
計
画
を
も
っ
て
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
乾
燥
が
原
因
と
み
ら
れ
、
換
気
等
を
行

い
、
気
温
・
湿
度
が
安
定
す
る
よ
う
な
対

策
を
し
て
い
ま
す
。

　

町
が
予
算
を
か
け
て
高
校
に
支
援
し
て

い
る
以
上
、
高
校
側
も
「
公
設
民
営
塾
が

高
校
の
中
に
あ
る
。
ぜ
ひ
う
ち
の
学
校
で

学
び
、
目
指
す
大
学
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
。
し
っ
か
り
と
連
携
を
。

町
長
の
考
え
は
。

　

高
校
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
が
、
公
設
民

営
塾
に
対
す
る
高
校
側
の
ア
ピ
ー
ル
が
弱

い
の
か
、
う
ま
く
伝
わ
っ
て
い
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
期
待
し
助
成
を
し
て
い
ま
す

の
で
、
丁
寧
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

教
育
次
長

町
長

町
長

山本 春光 議員



町
長

経常収支比率は概ね70～80%が理想とされ、比率が高いほど財政構造の硬直
化が進んでいることを表す。
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①
天
塩
町
の
財
政
は
早
期
健
全
化
基
準
を

下
回
り
、
健
全
状
態
と
し
て
い
る
が
、
公

共
物
の
補
修
が
進
ま
な
い
こ
と
で
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
、
損
害
な
ど
が
生
じ
て
い

る
の
な
ら
ば
、
行
政
と
し
て
健
全
な
姿
で

は
な
い
。
町
長
の
考
え
は
。

②
年
間
約
1
億
2
千
万
円
の
基
金
減
額
や
、

財
政
力
指
数
0
・
16
（
道
内
1
8
8
市
区

町
村
中
1
4
8
位
）
と
い
う
現
状
を
踏
ま

え
、
自
主
財
源
を
増
や
す
べ
く
、
農
業
法

人
や
電
力
会
社
な
ど
の
企
業
誘
致
を
町
民

と
と
も
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
町
長
の
考
え
は
。

①
施
設
の
大
半
が
建
設
後
30
年
以
上
経
過

し
、
塩
害
や
老
朽
化
、
資
材
高
騰
が
重
な

り
、
維
持
費
用
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

町
民
に
長
く
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
、
損
害
事
例
が
発
生
し
、

被
害
に
あ
わ
れ
た
方
に
対
し
、
深
く
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。
定
期
的
な
点
検
の
強

化
や
、
必
要
な
補
修
を
行
う
な
ど
、
適
切

な
維
持
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

②
企
業
誘
致
は
重
要
で
あ
り
、
農
水
産
物

の
加
工
・
物
流
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
本
町
の
基
幹
産
業
と
の
相
乗
効
果
が

期
待
で
き
、
地
域
に
雇
用
や
経
済
効
果
を

生
み
出
す
企
業
に
つ
い
て
は
積
極
的
な
情

報
収
集
を
行
い
、
誘
致
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
公
共
物
に
よ
る
損
害
賠
償
の
事
例
が
昨

年
12
月
か
ら
3
件
発
生
し
、
い
ず
れ
も
一

歩
間
違
え
た
ら
大
惨
事
に
な
り
か
ね
な
い

事
案
。
安
全
を
第
一
に
考
え
、
不
具
合
が

見
つ
か
っ
た
場
合
は
事
故
が
起
こ
る
前
に

迅
速
に
対
応
を
。

②
経
常
収
支
比
率
は
約
90
％
。
赤
字
に
は

な
っ
て
い
な
い
が
ほ
と
ん
ど
自
由
に
な
る

お
金
が
残
っ
て
い
な
い
。
貯
金
す
る
余
裕

も
な
く
こ
の
ま
ま
1
億
5
千
万
円
前
後
取

り
崩
し
て
運
営
し
て
い
く
の
か
。

①
点
検
を
し
っ
か
り
す
る
よ
う
指
導
を
徹

底
し
意
識
改
革
を
図
る
よ
う
職
員
に
発
信

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
基
金
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、
町
債
（
借

入
金
）
は
着
実
に
返
済
し
て
い
る
状
況
で

す
の
で
、
財
政
規
律
を
見
据
え
な
が
ら
運

営
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
た
な
自
主
財
源
の
確
保
を

町
長

固
定
資
産
税
確
保
も
検
討
を

①
自
主
財
源
を
確
保
で
き
る
方
法
の
一
つ

は
固
定
資
産
税
。
風
車
に
一
部
懸
念
の
声

が
あ
る
が
、
人
体
や
動
物
へ
の
影
響
が
少

な
い
場
所
が
町
内
に
あ
る
な
ら
ば
、
近
隣

町
の
よ
う
に
風
力
発
電
の
誘
致
、
電
力
を

必
要
と
す
る
企
業
（
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
等
）

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
、
自
主
財
源
を
増

や
す
こ
と
を
強
く
意
識
す
べ
き
で
は
。

　

自
主
財
源
の
確
保
は
非
常
に
重
要
で
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ
と
が
な

い
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長

桑田 孝彦 議員

各種基金残高と経常収支比率の推移

R7年R6年R5年R4年
各種基金残高 経常収支比率

R3年

23

22

21

20

19

18

17

（億円）
100

90

80

70

60

50

（％）

22億3,942万円22億3,942万円

92.4％92.4％

19億2,885万円19億2,885万円



使
い
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
を▲追加販売のお知らせ　　※終了しました。
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一般質問
　

プ
レ
ミ
ア
ム
率
30
％
が
付
加
さ
れ
る
商

品
券
事
業
は
、
生
活
支
援
と
地
域
経
済
活

性
化
が
目
的
だ
が
、
自
ら
現
金
を
出
し
て

購
入
す
る
仕
組
み
の
た
め
、
資
金
に
余
裕

の
な
い
困
窮
世
帯
ほ
ど
購
入
で
き
ず
不
公

平
感
が
生
じ
て
い
る
。
特
定
の
町
内
店
舗

に
限
ら
ず
、
町
民
が
日
常
的
に
利
用
す
る

店
舗
で
も
幅
広
く
使
用
で
き
る
よ
う
、
商

工
会
等
へ
の
加
盟
促
進
も
含
め
た
柔
軟
な

支
援
と
制
度
見
直
し
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　

商
品
券
事
業
は
、
家
計
負
担
軽
減
と
町

内
消
費
の
好
循
環
を
目
的
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
購
入
単
位
の
小
口
化
や
年
金
支
給

日
に
合
わ
せ
た
販
売
な
ど
購
入
し
や
す
い

工
夫
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
自
己
負
担

に
伴
う
購
入
困
難
の
課
題
は
認
識
し
て
い

ま
す
。
普
段
使
う
店
舗
で
使
え
な
い
と
い

っ
た
声
に
対
し
て
は
、
住
民
の
利
便
性
の

観
点
か
ら
課
題
を
検
証
し
、
商
工
会
と
再

度
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

販
売
方
法
の
工
夫
に
と
ど
ま
ら
ず
、
利

用
者
の
使
い
や
す
さ
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

特
に
飲
食
券
に
つ
い
て
は
、
外
食
に
行
け

な
い
高
齢
者
な
ど
に
は
利
用
し
づ
ら
く
、

困
っ
て
い
る
。
普
段
、
生
鮮
食
品
や
生
活

必
需
品
を
購
入
す
る
店
舗
で
使
え
な
い
不

満
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
お

年
寄
り
は
、
ハ
イ
ヤ
ー
等
で
店
舗
に
買
い

物
に
行
っ
た
が
「
な
ん
で
使
え
な
い
ん
だ

ろ
う
」
と
た
め
息
を
つ
い
て
い
た
。

　

大
き
な
ス
ー
パ
ー
等
へ
の
加
盟
呼
び
か

け
も
含
め
、
販
売
方
法
だ
け
で
な
く
、
使

い
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
に
も
取
り
組
む

べ
き
で
は
。

　

春
先
に
全
町
民
へ
生
活
応
援
券
（
1
人

1
万
3
千
円
分
）
を
給
付
し
た
上
で
、
秋

の
第
2
弾
施
策
と
し
て
消
費
喚
起
を
目
的

に
実
施
し
ま
し
た
。
飲
食
券
の
設
定
は
商

工
会
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
た
対
応
で
す
。

私
た
ち
が
商
工
会
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の

は
町
内
循
環
が
地
域
経
済
に
重
要
で
あ
る

た
め
で
す
。
質
問
の
中
で
、
普
段
使
い
の

店
で
何
を
買
え
ば
よ
い
の
か
と
い
う
話
が

あ
り
ま
し
た
が
、
大
き
く
て
も
小
さ
く
て

も
商
店
を
続
け
て
い
る
方
た
ち
が
大
事
で

す
。
今
後
も
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
思
い
で
商
工
会
と
話
を
し
て
今
の
制
度

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
使
い
や
す
く

町
長

町
長

　

町
民
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
認

識
し
、
商
工
会
と
共
有
し
て
、
ど
う
い
っ

た
政
策
が
よ
い
の
か
再
度
練
り
直
す
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
町
民
か
ら
実
に
多
く
の
問
い
か

け
、
相
談
を
受
け
た
。
こ
こ
ま
で
言
わ
れ

た
の
は
初
め
て
。
ま
た
農
家
の
人
か
ら
は
、

な
か
な
か
飲
食
に
来
ら
れ
な
い
と
い
う
声

も
聞
く
。

　

こ
の
事
業
は
町
民
の
声
が
す
ぐ
届
き
や

す
い
と
思
う
。
今
後
「
前
回
よ
り
も
良
か

っ
た
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
る
こ
と
を
期

待
し
、
質
問
を
終
わ
る
。

長山 志津子 議員



【小・中学校共通】
●●エネルギー価格が高騰する中で燃料費、光熱水費の削減が図られている。引き続き施設の適切な維持管理
　　を。

【中学校】
　①給食について
●エレベーターの修繕が困難との説明だが、修繕費の見積もりはどうか？特注部品等、検討はできないか。
●人力で運搬する場合、調理員、生徒の安全の考慮を。
●建設から29年が経過し、施設が老朽化する一方、生徒数の減少も進んでいることから、環境の変化も踏ま

　　えて、対応の検討を。
　②体育館外壁に設置された時計について
●体育館の東西の外壁に故障した時計があるが、施設外からも目立つため、国道を通過する方の印象にも影

　　響する。修繕または撤去の検討を。

意　　見

令和８年10月28日 発行
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委員会調査レポート

総務文教常任委員会 所管事務調査
天塩小学校施設の状況について

7月27日

1
　現地視察を実施した後、関係職員から説明を受け
た。
天塩小学校の校舎は平成25年度、体育館は平成
26年度に建築された。

　施設管理に係る経費のうち、燃料費、光熱水費に
ついては、設備の使用方法を工夫し、令和７年度は
前年度に比べ削減が図られている。 校舎内の視察

体育館の視察

天塩中学校施設の状況について2
　天塩中学校は、校舎、体育館ともに平成９年度に
建築された。

　施設管理に係る経費のうち光熱水費については、
令和５年度と比べ、小学校同様、削減が図られてい
る。

　建築から29年が経過し、老朽化や設備の故障が
見られる。

　例として、給食ワゴン用エレベーターが故障して
いる。当該エレベーターは、油圧で動作する特殊な方式で、部品の在庫は既になく、修繕が困難である
ことから、給食の運搬は人の手で行われている。負担を軽減するため、軽量素材の食缶、食器を購入し
た。給食は学校教育の中で指導の一環であり、運搬を生徒が行うこととするか否かは学校の判断による。

　このほか、体育館外壁の東西両面に設置された時計２基が故障し、停止したままとなっているが、修
繕、撤去いずれの場合も作業用の足場を組み立てる必要があることから、対応には多額の費用が見込ま
れることが説明された。

校舎内の視察 給食用エレベーター
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　全議員で構成する議会改革特別委員会では、これまで６回の委員会で議論を重ね、議員定数や議員報
酬、委員会の再編などについて検討しました。
　町内の公共的団体等の代表者などで構成する特別職報酬等審議会による審議を経て、９月定例会にお
いて関係条例が改正されました。
　今回の改正内容はいずれも次期改選（令和９年５月）からの適用となります。

４から３へ

議会改革特別
委員会が中間
報告
審議会の設置
と諮問を要請

報酬等審議会
条例案可決

報酬月額 現　行 改定後

議　長

副議長

委員長

議　員

全　体
（月額）

総務文教

変更なし

変更なし

260,000円

220,000円

（4人）200,000円

190,000円

９人で
1,850,000円

285,000円

240,000円

（3人）220,000円

210,000円

８人で
1,815,000円

➡

➡

➡

➡

➡

産業厚生

広報広聴

議会運営

総務産業

広報広聴

議会運営

統合

次期改選から適用
慎重に検討を重ねる
特別職報酬等審議会による
審議を経て、９月定例会に
改正条例案が可決されまし
た。委 員 会 数 削減

平均約１割引上げ議 員 報 酬

９人から８人へ議 員 定 数 削減

改正内容

改正までの流れ

定数・報酬1

1

委員会2
現　行 改正後

（４委員会） （３委員会）

R8.2.2 2 R8.3.18

定数、報酬に
ついて諮問

審議会から
町長に意見

議員報酬に係る
条例案を上程

報酬、定数、
委員会に関係する
改正条例案を可決。
次期改選から適用。

R8.6.29

3 R8.8.17 4 R8.9.15 5 R8.9.16



今回の表紙

この議会だよりは、わかりやすく、読みやすい　　　　　　を使用しています。

幼年消防クラブ防火パレード
９月30日、幼年消防クラブの防火パレードが行われました。

　認定こども園と雄信内へき地保育所の子どもたちは、てしお仮面と一
緒に、消防天塩支署から認定こども園おひさままで、横断幕を掲げ、楽
器を演奏しながら元気いっぱいに行進しました。
　到着後には、消防団員から「皆さん、元気にパレードをしてくれまし
た。火の用心をよろしくお願いします」と声をかけられ、子どもたちは
笑顔で応えていました。
　子どもたちの元気な声と笑顔が、まちいっぱいに広がる、楽しい防火
パレードとなりました。

【発行】天塩町議会 　〠098-3398  北海道天塩郡天塩町新栄通８丁目　☎01632-2-1001（代表）
【編集】議会広報広聴委員会　［委員長］後藤　忍　［副委員長］山本春光　［委員］長山志津子　桑田孝彦　

議会を傍聴しませんか？
第４回定例会は12月中旬を予定しています。

議会の動きは天塩町ホームページをチェック 天塩町議会

議会では町民の皆さんから
要望や提案などのご相談を
随時受け付けております。
お気軽に事務局までお問合
せください。

友だち登録
お願いします

議会の情報を
発信しています

【訂正前】
　

新
聞
記
事
に
は
「
閉
館
も
視
野
」

と
あ
り
、
長
い
先
で
は
な
い
と
考
え

質
問
し
て
い
る
。
（
以
下
略
）

　

「
閉
館
」
と
い
う
発
言
は
し
て
お

ら
ず
、
直
し
て
使
え
る
だ
け
使
う
考

え
で
す
。

町
長

石
山

【訂正後】
　

新
聞
記
事
に
は
「
閉
館
も
視
野
」

と
あ
っ
た
。
近
く
閉
館
の
考
え
が
あ

る
の
か
。
（
以
下
略
）

　

「
い
つ
閉
館
」
と
い
う
こ
と
は
発

言
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
数
年
は
、

変
わ
り
な
く
使
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
8
年
8
月
12
日
に
発
行
し
た
議
会
だ

よ
り
第
1
9
4
号
に
つ
い
て
、
一
部
誤
解
を

招
く
表
現
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
訂

正
し
ま
す
。

【
訂
正
箇
所
】

　

議
会
だ
よ
り
第
1
9
4
号
3
ペ
ー
ジ　

　

石
山
議
員

　

「
社
会
福
祉
会
館
ど
う
し
て
い
く
」

　

本
文
2
段
目

町
長

石
山

訂　

正


